





A Review of Undergraduate Students’ Self-Growth through Job-Hunting
Yuko MASUBUCHI
　　This study focuses on the contribution that job-hunting makes to the development of youths and 
adolescents, and reviews research on the growth of undergraduate students in Japan through activities 
related to job-hunting, reports on trends, and investigates future tasks and challenges. A literature 
search revealed that there are four characteristics concerning growth resulting from job-hunting. (1) the 
growth related to the self (better self-understanding, self-acceptance and clearer self-image, self-
identification, self-management and task execution skills, and increased motivation, better attitude and 
more confidence); growth related to interpersonal relations; and growth related to society and 
occupations; (2) the sense of growth differed according to the content and intensity of job-hunting, and 
the degree of satisfaction with its outcome; (3) growth through job-hunting motivated the students, 
before joining a company, to prepare psychologically to embark on their careers and to enrich their 
university lives; these forms of growth also added to their adaptability and confidence after joining the 
company; and (4) a sense of self-efficacy was influential as a determinant of growth. This study, which 
also discusses future tasks and challenges, confirms that job-hunting, although ostensibly focused on 
career development, promotes broader growth and development of young people.
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2018 年 11 月 11 日であった。
結果と考察
分析対象文献






















































































































































































準備性，③関係性強化 自己明確化 関係性強化 就業準備性
Table 1　各文献における自己成長の内容とその分類
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「肯定的職業意識」の 3 側面からなり，この 3 側面
が自己成長の内容である。



















































まとめたものを Table 2 に示した。各文献を概観す
ると，就職活動の内容や程度，その結果への満足度
などにより自己成長感が異なること（浦上，1996b；






















































































































































されたものを Table 2 に示した。
　自己成長からの影響として，髙橋・岡田（2013）
は，「課題遂行スキル」と「自己理解と自己受容」
は入社前の就職準備行動や大学生活充実行動を促進
することを明らかにしている。また，髙橋・岡田
（2014）は，「社会への積極的関与」が入社初期の適
応感を直接促進すること，「自己理解と自己受容」
と「課題遂行スキル」が，「就業準備行動」や「半
年後の足場固め」を媒介して，入社初期の適応感を
促進することを明らかにしている。髙崎（2015）は，
「就職活動を通じた意識変化」が，就職活動終了時
点での「入社予定企業満足度」や，入社 1 年程度時
の「初任配属職場における関係構築行動」，入社 3
〜5 年目の「仕事への自信」に影響することを示し
ている。これらの研究から，就職活動による自己成
長感は，入社前の就職準備行動や入社後の適応や自
信にポジティブな影響を及ぼすと考えられる。また，
就職活動後の大学生活充実行動も促進することが示
されていることから，就職活動による自己成長感が，
大学生活やその後の生活全般にポジティブな影響を
及ぼす可能性も考えられる。
　自己成長との関連としては，アイデンティティ
（村瀬，2017； 大西，2018），進路選択による自己効力
（村瀬，2017）が挙げられた。
　自己成長の規定因としては，浦上（1996a, b）が，
進路選択に対する自己効力が就職活動や自己成長力
に影響していることを明らかにしている。藤里・小
玉（2011）は，首尾一貫感覚のうち，「処理可能感」
と「有意味感」が自己成長感を促進し，「把握可能
感」が自己成長感を概ね抑制することを明らかにし
ている。風間・山下（2018）は，就職活動前の進路
決定の確信度が自己成長感の「関係性強化」を抑制
すること，就職活動前の役割遂行感は，「自己明確
化」と「関係性強化」を促進すること，就職活動前
の自己効力感は「自己明確化」「就業準備性」「関係
性強化」を促進することを明らかにしている。
　以上の研究から，規定因として，就職活動前の全
般的な自己効力感や自信，および就職活動・進路選
択に対する自己効力感や自信があり，これらが自己
成長や就職活動自体を促進すると言える。
今後の課題
　本研究により，就職活動が，働くことにとどまら
ない大学生の全般的な成長・発達を促進する可能性
があること，成長・発達に結びつくかどうかは就職
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活動の内容や程度により異なる可能性があること，
就職活動を通しての成長・発達は，入社後の適応も
促進する可能性があることが明らかになった。
　今後の課題として，第一に，就職活動を通しての
成長・発達を促進する規定因や，成長感の個人差に
寄与する要因のさらなる検討が挙げられる。就職活
動の活動量の多さが成長感に寄与する要因の 1 つで
あることが示されていたが，一方で，同じような活
動量であっても，成長する（成長を実感できる）学生
もいれば，逆に，成長を実感できずに自信を喪失し
てしまう学生もいると考えられる。
　第二に，第一の課題とも関連するが，就職活動に
おける振り返りなどの思考的活動の詳細の検討であ
る。本研究で概観した先行研究において，自己と職
業の理解・統合，就職活動の振り返りといった思考
的活動が自己成長につながることが実証されており，
振り返りなどの思考的活動の量や質により，成長・
発達の度合いや，成長感の実感が変わる可能性もあ
る。また，就職活動中の思考・振り返りだけでなく，
就職活動後に，就職活動全体を総括して振り返るこ
とも，自己成長を実感できるために重要ではないだ
ろうか。就職活動体験記を書いたり，大学行事など
のフォーマルな場や，部活・サークル・アルバイト
先などのインフォーマルな場で，自分の就職活動体
験を後輩に話したりすることは，振り返りを促進す
ると考えられる。大学生には，現在，どのような振
り返りの機会があるのかの実態を把握し，就職活動
自体の支援だけでなく，その振り返りの支援を検討
することも有用だと言える。
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